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＜連絡事項＞
・医療施設用の洗剤（サンプル）が届いています。合併症室への清掃の際に使用して下さ

　い。良ければ購入を検討するとの事です。
＜患者様連絡事項＞
・鹿原　博夫様～点滴2本/日、4日分の処方。八戸市立市民病院への紹介状作成している。
・小笠原　達夫様～臨時薬メマリー（20）1T1×朝・ドネペジル1T1×vds　7日分処方。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・木村　格治様～終日隔離中。本日より午前午後2時間のずつの開放観察開始。
　　　　　　　　喫煙要求あるも説明には了解良く対面時も穏やか。精神症状の
　　　　　　　　早期の処遇改善出来るよう看護介入を行っていく。
・袴田　将志様～終日隔離中。不穏・興奮等は見られないが、声掛けには反応見られず。
引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善が出来るよう看護介入を行っていく。

・飯田　修子様～終日隔離中。食事は介助にて摂取、歩行不安定さあり見守り要している。
　　　　　　　　呂律不良あるが疎通は良好。引き続き精神症状の観察を行い、早期の
　　　　　　　　処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・藤井　崇史様～終日隔離中。断続的に大声での独語聞かれている。不穏さは無く
　　　　　　　　対面時は穏やか。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇

　　　　　　　　改善できるよう看護介入を行っていく。
＜要注目患者様＞
・鹿原　博夫様～日中の発熱はなく経過。瘻孔部からの便汁・膿汁は持続。
　　　　　　　　安ヶ平Drより市民㏋への紹介状作成済み。
・堤　ヨシヱ様～食事は残食あるが自力にて摂取される。内服も拒否無く
　　　　　　　　服用する事出来ている。

・木村　美智子様～ユニット内徘徊、ホールの床に寝転がる等落ち着き無い様子

　　　　　　　　　声掛けには返答なく疎通は不良。
・八木橋　牧雄様～腹部膨満感の訴えあり食事量の低下見られる。

　　　　　　　　　日課以外は臥床して過ごされる事多くみられる。

・小向　静江様～胸部X-Pの指示あり、施行している。服薬困難であり、除剤して対応している。体温37.6～38.1℃、クーリング施行。他バイタルサインに異常無し。
・鈴木　光様～身体不調を訴える事多いが、日課に支障はない。

・立桶　真樹子様～昨晩希死的発言あったが、行動化はない。日課以外は自室にて過ごすがカーテンを閉め切り真っ暗にしている。
＜馬渡Dr　診察情報＞

※来週は外部用件の為、診察はありません。

・泉山　紀子様～イーケプラ14日分処方。体重増加傾向にあることもあってOT・リハプロ・SST導入指示、Bグループで誘導して下さい。明日OT見学し良け

ば指示を出す予定。

・熊谷　樹里様～臨時薬・クロザリル同内容・同量で14日分処方。退院支援進めるよう

にSWへ情報提供している（むつ市にCPMS取扱い機関あり、母様へ自宅退院の方向で進めていく。
・下道　重雄様～嚥下状態悪く食事形態を汁のみトロミ・牛乳→ヨーグルトへ変更。

臨時薬同内容で14日分処方。退院調整指示、SWへ情報提供している。

南病棟（ユニットは問わない）転出可。
・田村　ツキ様～臨時薬同内容で14日分処方。退院調整指示、SWへ情報提供している。

南病棟（ユニットは問わない）転出可。
・千葉　隆夫様～レスプレンと他臨時薬同内容で14日分処方。退院支援続けて行ってい

く、SWへ再度情報提供している。

南病棟（ユニットは問わない）転出可。
・山田　哲也様～尿酸値落ち着いた為アロプリノール本日夕～中止。

アルプロレクチャー15実施、薬について質問しているが、第Ⅲ期に入ったらレグテクトと他抗酒剤併用し始めていくことに納得している。
・立桶　真樹子様～姉の悪夢をみて中途覚醒することに苦痛あり、睡眠と情動面の安定を図る為に臨時薬フルニトラゼパム・イフェクサー増量、ソラナックスからロラゼパムへ変更し14日分処方。

希望きかれ明日よりOT・リハプロのみ開始指示（Bグループ）。

希死的言動あるがDユニットで経過をみて良い。

IFオーダーのルネスタ10回分処方。
＜入院患者様情報＞
氏    名：吉田　周治様　（よしだ　しゅうじ）
日　　時：10月2日　13：55　

　病棟病室：東病棟Ⅾユニット19号室　

  生年月日：昭和33年10月2日　59歳

  病    名：アルコール依存症
  性    別：男性

　入院形態：任意入院

  主治医  ：馬渡Dr

　(経過）

　　現在、八戸市立市民病院入院中（消化器内科でAL性肝炎での治療中）。H30年6月
会社を退職、その後より飲酒量は増加している。晩酌程度の飲酒が退職後は昼夜問わず飲
酒状態となっている。飲酒によってのトラブルに至ったことはない。単身生活でもありこ
の機会にアルコールは絶ちたい気持ちは強く、当院でのAL治療プログラムを希望。H30年
10月2日　東病棟Dユニットへの入院となる。
・離脱症状へ本日夕～ジアゼパム7日分処方。

・持参薬明日まで。臨時薬同内容で14日分処方。

・点滴本日～3日分処方。
